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 はじめに 

  

 

 

岩手県では、平成 23 年 3 月 11 日に発生した大地震とそれに伴う巨大津波、その後断続

的に発生した余震による大災害からの復興を進めるため、平成 23 年８月 11 日、「岩手県

東日本大震災津波復興計画」を策定し、復興に向けた取組を進めています。 

 復興計画の推進に当たっては、計画のマネジメントサイクルに基づき、県が行う施策、

事業の実施状況や進捗について明らかにし、計画の実効性を高め、その着実な推進を図る

とともに、次に実施する取組につなげていくことにより、迅速な復興の達成を目指してい

ます。 

この「岩手県東日本大震災津波復興計画の取組状況等に関する報告書（いわて復興レポ

ート）」は、復興計画の進行管理の一環として平成 24 年６月末までに実施・公表した「事

業進捗」、「客観指標」及び「県民意識」の重層的かつ多面的な調査等に基づき、本県の復

興の現状と課題を明らかにするものです。 

県では、本報告書等の内容を踏まえ、必要に応じ、県が行う施策の見直しを行うことに

より、長期にわたる復興に向けた取組の着実な推進を図っていきます。 

 また、復興に当たっては、被災地域の基礎的自治体である市町村が、地域特性や住民の

意向を踏まえて地域での復旧・復興を進める一方、市町村、県、国が適切に役割を分担し、

県民、関係団体、企業、ＮＰＯ、高等教育機関など県内外の多様な主体と連携を図りなが

ら取組を進めていくことが重要です。本報告書については、今後も継続的に策定・公表を

行うことで、本県の復興への取組について広くご理解をいただき、引き続き、国内外の積

極的な支援と参画を通じた「開かれた復興」を進めていきます。 

                
        はじめにはじめにはじめにはじめに    
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第２期復興実施計画

～本格復興期間～～本格復興期間～～本格復興期間～～本格復興期間～
（平成（平成（平成（平成26年度～平成年度～平成年度～平成年度～平成28年度）年度）年度）年度）

第１期復興実施計画

～基盤復興期間～～基盤復興期間～～基盤復興期間～～基盤復興期間～
（平成（平成（平成（平成23年度～平成年度～平成年度～平成年度～平成25年度）年度）年度）年度）

第３期復興実施計画

～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～

（平成（平成（平成（平成29年度～平成年度～平成年度～平成年度～平成30年度）年度）年度）年度）

復
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本
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総括・検証

総括・検証

い
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て
県
民
計
画

復興の目指す姿の実現

復興計画進行管理のツール
重層的・多面的な
進行管理

政策評価との連携

○ 「いわて県民計画」アクションプラン（政策編）に基
づく政策評価・事務事業評価との連携
（県民計画推進の観点に立った復興施策の評価）

○ 復興施策の「県民協働型評価」による評価
（「開かれた復興」の観点からＮＰＯ等との協働に
より復興施策を評価）

政策
評価

開かれた
復興

復興委員会県議会 復興本部員会議 シンポジウム等報告

い
わ
て
復
興
レ
ポ
ー
ト

年１回○ 「復興に関する意識調査」の実施

○ 「復興ウォッチャー調査」の実施 年４回

○ 「被災事業所復興状況調査」の実施

○ 「いわて復興インデックス」による

地域の復興状況等の把握

○ 復興実施計画の施策体系・事業に
基づく進捗管理

○代表的な取組・事業の進捗状況

年２回

年４回

年２回

毎月

県民
意識

客観
指標

事業
進捗

 

    

≪≪≪≪計画のマネジメントサイクル計画のマネジメントサイクル計画のマネジメントサイクル計画のマネジメントサイクル≫≫≫≫    

岩手県東日本大震災津波復興計画

〔〔〔〔PLANPLANPLANPLAN〕〕〕〕 復 興 実 施 計 画
第１期第１期第１期第１期

～基盤復興期間～～基盤復興期間～～基盤復興期間～～基盤復興期間～
（平成（平成（平成（平成23年度～平成年度～平成年度～平成年度～平成25年度）年度）年度）年度）

復興基本計画
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23年度年度年度年度 24年度年度年度年度 25年度年度年度年度 26年度年度年度年度 27年度年度年度年度 28年度年度年度年度 29年度年度年度年度 30年度年度年度年度

第２期第２期第２期第２期
～本格復興期間～～本格復興期間～～本格復興期間～～本格復興期間～
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第３期第３期第３期第３期
～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～～更なる展開への連結期間～

（平成（平成（平成（平成29年度～平成年度～平成年度～平成年度～平成30年度）年度）年度）年度）

〔〔〔〔DODODODO〕〕〕〕 復興実施計画に基づく事業推進

〔〔〔〔CHECKCHECKCHECKCHECK〕〕〕〕
県の取組の進捗状況の調査・県の取組の進捗状況の調査・県の取組の進捗状況の調査・県の取組の進捗状況の調査・
確認・把握確認・把握確認・把握確認・把握

・復興実施計画の施策体系・事業に基づ
く進捗状況

・復興実施計画における主な取組の進捗
状況

復興の進展を把握するための調査復興の進展を把握するための調査復興の進展を把握するための調査復興の進展を把握するための調査
ア）客観データによる復旧・復興状況の推移
・いわて復興インデックス報告書
イ）県民等の実感
・岩手県の東日本大震災津波からの復興に関
する意識調査
・いわて復興ウォッチャー調査
・被災事業所復興状況調査
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 はじめに 

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成にににについてついてついてついて    

 本書では、「第１章 全体の状況」において、復興の取組状況、計画の進捗と課題を示し、

関連する指標等として、事業進捗［復興実施計画の施策体系・事業に基づく進捗状況（平成

23 年度）]及び県民意識［平成 24年「岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調

査」結果報告］を掲載しています。 

 また、「第２章 分野別の状況」において、復興計画に定める復興に向けた３つの原則とそ

のもとに位置付ける 10分野の取組毎に、現状と課題を示し、関連する指標等として、事業進

捗［復興実施計画の施策体系・事業に基づく進捗状況（平成 23 年度）、復興実施計画における

主な取組の進捗状況（平成 24年６月）］、客観指標［いわて復興インデックス報告書（第２回）

【改訂版】、平成 24 年【第１回】「被災事業所復興状況調査」結果報告］、県民意識［平成 24

年【第２回】「いわて復興ウォッチャー調査」結果報告、平成 24 年「岩手県の東日本大震災津

波からの復興に関する意識調査」結果報告］を掲載しています。なお、第２章ではトピックス

（topics）として、東日本大震災復興特別区域法に基づき本県が認定を受けている復興推進計

画（復興特区）の概要等を掲載しています。 

 さらに、「第３章 各種指標等」において、復興の取組状況の全体を補足する資料として、

人口や経済の状況等の指標を掲載しています。 

 

出典データ出典データ出典データ出典データ    

  

本書で主に用いているデータは下記のとおりです。 

分類分類分類分類    名称名称名称名称    公表日公表日公表日公表日    

事業進捗事業進捗事業進捗事業進捗    

平成 23 年度 復興実施計画の施策体系・事業に基づく進

捗状況（確定版） 
平成 24 年４月 26 日 

復興実施計画における主な取組の進捗状況（平成 24 年６

月） 
平成 24 年６月 21 日 

客観指標客観指標客観指標客観指標    
いわて復興インデックス報告書（第２回）【改訂版】 平成 24 年５月 24 日 

平成 24 年【第１回】「被災事業所復興状況調査」結果報

告 
平成 24 年３月 27 日 

県民意識県民意識県民意識県民意識    

平成 24 年【第２回】「いわて復興ウォッチャー調査」結

果報告 
平成 24 年６月 21 日 

平成 24 年「岩手県の東日本大震災津波からの復興に関す

る意識調査」結果（速報） 
平成 24 年４月 26 日 

平成 24 年「岩手県の東日本大震災津波からの復興に関す

る意識調査」結果（データ編） 
※本報告書と同日公表 

 各データの詳細につきましては、県ホームページでも公表しております。 

（いわて復興ネット：http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?cd=39696&ik=0&pnp=14） 


